




















（厚生労働省 , 20）によると，BMI が 25 を上回る肥
















ている（Kalavana, Maes, & De Gucht, 200; Stroebe, 
Mensink, Aarts, Schut, & Kruglanski, 2008）。これら
の目標は両立が難しい場合が多く，対人目標や身体的
快楽目標を重視すると，健康目標は損なわれかねない








らは限定的である（Kroese, Evers, & De Ridder, 2009; 


















































状態に左右されると言える（原 , 2005; Hullett, 2005）。
たとえば一般の書籍では『買ってはいけない（週刊金




















では 980，「食生活」では 353，「食習慣」では ，「料理」
では 3344，「献立」では 366，「レシピ」では 279，「食
育」では 293，「食材」では 26 の書籍名が抽出された。
年別の書籍数を Table  に示す。これらのうち，重複
を除いた 9636 の書籍名を分析に用いた。
結果








した。カイ 2 乗検定の結果，有意なχ2 値が得られたこ
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脚注
 本研究は，財団法人アサヒビール学術振興財団の 20 年度
研究助成を受けて実施された。
2 漢字，片仮名，平仮名での表記の混在が見られたもの（「お
いしい」と「美味しい」，「ガン」と「がん」等），正式名と
略称の混在が見られたもの（「サプリメント」と「サプリ」，
「メタボリック」と「メタボ」等），及び摂食行動の文脈にお
いて意味が類似している語（「家族」と「家庭」，「簡単」と「手
軽」，「きれい」と「美しい」「美人」「美肌」「美容」，「健康」
と「ヘルシー」，「節約」と「安い」，「ダイエット」と「やせ
る」，「治る」と「効く」，「太る」と「肥満」，「安心」と「安
全」「和食」と「日本料理」）を同義語として設定した。
3 今回抽出した書籍名の中には，「個食」や「孤食」は含まれ
ていなかった。
